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内容の要旨及び審査の結果の要旨
肝移植は末期肝疾患に対する確立した治療手段となりつつあるが，肝グラフトの阻血再潅
流障害は，移植後の生着に関わる重要な問題の一つである。最近，短時間の阻血と再灌流に
よって，その後の長時間の阻血および再灌流障害に対する耐性を誘導することがいくつかの
臓器や組織で報告され，注目されている。この一見逆説的な，短時間の阻血再潅流による保
護作用はIschemicPreconditioning（IP）といわれているか本稿では肝阻血再潅流障害に対
するＩＰの保護効果について，その障害過程におけるサイトカインに注目して検討した。肝
十二指腸間膜一括遮断によるマウス肝阻血再潅流モデル(脾皮下移植後の７０分全肝阻血)で
検討した。
得られた結果は以下のように要約される。
１）生存率
ＩＰの時間設定により対照群，１０分阻血－２０分再潅流群(IP-10)，１５分阻血-20
分再潅流群(IP-15)，２０分阻.血-20分再潅流群(IP-20)の４群を設定して（各群
、＝12)。肝阻血再潅流後の生存を一週間観察したところIP-10群，ＩＰ－１５郡の
生存率が対照群より有意に良好であった。そこで最も生存率が良好であったＩＰ－
１５群を対照群と比較した。
２）血清ＡＬＴ
ＩＰ－１５群の再灌流１および２時間後の値は対照群に比べ有意に低値を示した。
３）血清中腫瘍壊死因子(tumornecrosisfactor，TNF)，インターロイキン
６(interkeukin-alL-6）
ＴＮＦのIP-15群の再灌流１時間後の値は対照群に比べて有意に低値であった。
ＩＬ－６においてはIP-l5群では再潅流２時間後および５時間後の上昇は有意に
抑制された。
４）肝壊死範囲の病理組織学的検討
再灌流１，５および４８時間後の肝組織検体からパラフィン切片を作成し，肝壊死
範囲を観察した。再灌流４８時間後にはIP-15群では対照群に比して壊死範囲が
有意に軽度であった。
これらの結果よりＩＰは肝阻血再灌流障害に対する有効な予防手段となることが示された。
本研究は，肝阻血再潅流障害を抑制し肝移植時のグラフト生着率の向上に寄与する価値の
ある研究であると評価された。
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